　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式４－１
東京都医療・介護連携型サービス付き高齢者向け住宅事業　事業提案書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住宅名　　　　　　　　　　　　
１　本事業提案の理由、事業運営で目指す姿
	①本事業に提案を行った理由
②医療・介護連携型のサービス付き高齢者向け住宅として目指す事業運営の姿





２　入居者として想定している高齢者の要介護度、認知症、要医療の状況、入居者の決定方法
	【入居時の要件】
　①要介護度

　②認知症の状況

　③要医療の状況（対応可能な医療行為等を具体的に記載）
　④年齢

【入居後に生活継続が可能な範囲】

①要介護度

　②認知症の状況

　③要医療の状況（対応可能な医療行為等を具体的に記載）

【入居者の決定方法】

　



３　入居者の要介護度が重度化した場合の住み替え支援の方法、入院が必要になった場合の対応方法、終末期の対応方法
	【要介護が重度化した場合の住み替え支援の方法】
【入院が必要になった場合の対応方法】

【終末期の対応方法】



４　住宅、医療・介護事業所間の具体的な連携方法等
	①住宅、医療・介護事業所間の連携方法（連携体制の確保や情報共有の方法等）
②連携時にコーディネーターが果たす役割



５　職員の資質向上への取組方法
	


６　地域包括支援センターや区市町村等関係機関との連携について
	


７　地域の医療・介護資源やその他多職種等との連携について
	


８　地域における高齢者向けの住まいや医療・介護資源のニーズについて
	


９　連携先の医療・介護事業所が地域の医療・介護資源として果たす役割について
	


10　地域交流スペースの活用方法等（設置した場合のみ）
	


・各項目とも適宜枠を広げて記載してください。


・連携方策等について図表等が必要な場合は、添付資料を付けてください。








